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・ レポート題目： 「森林のアブラヤシ農園化の問題」 

・ 課題告知日： 2008 年 12 月 19 日（金） 

・ 提出日： 2009 年 01 月 23 日（金）授業時間中 

・ 形式の注意： 

・ A4 判、横書き。Microsoft Word で作成し、プリントアウトしたものを推奨。 

・ 表紙には、レポート題目「森林のアブラヤシ農園化の問題」、授業科目名「地域基礎 I インドネ

シア研究入門」、氏名、学生番号を明記。 

・ 本文は、1枚以上3枚以内。2枚以上ある場合には、本文にページ番号を明記。表紙と合わせて、

左上をホッチキスでとめる。 

・ 課題： 

・ 添付資料「森林が農園になるまで」を読んで、以下のポイントを踏まえて、レポートを作成しなさ

い。適宜、添付資料以外の資料を使用することが必要である。 

① アブラヤシとはどのような作物か？どのような商業的用途があるのか？ 

② 森林がアブラヤシ農園に転換される速度はどのようなものか？また、なぜそのような転換

が進んでいる理由は何か？ 

③ 森林のアブラヤシ農園化はどのような問題を引き起こしているかのか？環境と社会の両

面から答えなさい。 

④ アブラヤシと日本とはどのような関係があるか？そして、私たち日本人はどのような行動

をとることができるか？ 

・ レポート本文は、上記のポイントにあわせて、いくつかの節に分け（必ずしもポイントの番号に会

わせる必要はない）、節ごとに見出しをつけること。 

・ レポート本文の各パラグラフは、1 行目を少しさげること。 

・ レポートの最後には、参考にしたすべての文献（ウェブサイトを含む）の目録をつけること。目録

の前に「参考文献目録」という見出しをつけること。文献目録の形式は次を参照： 

  http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/aoyama/2006/11/post_19.html 

なお、少なくとも、以下の文献は記載すること。 

  林田秀樹. 2008. 「森林が農園になるまえに～アブラヤシ農園面積拡大の実態と問 

  題点」『インドネシア ニュースレター』61: 54-57. 
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Ｎ Ｒ ３ ■ 尋 浙 （ げ ヽ ゆ Э ω 鮮 融 ヽ ベ ラ タ 悦 ′ 出 や ヽ ） く ヽ ヽ ヽ ０ ヾ Ｈ Ч Э
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鴫 〕 ｃ バ φ ヽ 、 ¶ 持 ヾ 瀬 回 （ 魯 叶 計

τ 館 ふ Ｎ バ ラ い 館 再 溺 ゛ 鉾 う ｏ ｃ サ Ｃ 帯 湧 ゛ ′ 卜 饒 Ｓ 旨 ０ 針 汗 滞 Ｓ 「 （ ″

ぷ ざ ゛ （ 十 ） 冷 淋 洋 熙 再 計 が ド 、 再 準 Ｃ バ 、 ヽ ¶ キ く 瀬 回 旨 ０ 百 ｏ ８ Ｈ
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鮮 軒 識 斗 夕 ヽ 旧 沈 い い 。
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０ ・ 差 封 「 へ ヽ ア ヽ ヾ ヽ 市 じ こ が ヽ ヽ ¶ キ ヾ 澪 園 調 議 館 漱 書 ヨ 沖 ジ ー 〓 湮 一 ■ 弁 十 員 ） 事 ０ ゆ
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ｔ ｓ ヽ ド 再 贄 τ ０ ３ ざ

サ 卦 鮮 計 訓 ゛ Ｓ 訓 ぷ 再 ″ 汁 嶺 沈 締 証 酬 酬 育 ′ ⊂ サ ぴ へ ヽ ア
ヽ ヾ ヽ 声 む

ユ タ 朴 ざ 再 Ｌ ヨ ウ 鮮 社 ぴ ゛ 醜 い ０ 。 さ Ｏ Ｃ 計 け れ サ ゛ ″ 叶 計 ９ φ 鮮 通 ，

計 泄 胸 ０ 薇 理 球 ” ⊂ バ Ｓ 計 湿 サ ゛ 伊 ′ サ 誹 群 中 （ ヽ ヽ ヽ へ ｕ 澤 沈 繭 遇 ⊂

バ τ か 旨 ψ 石 ″ 濁 醸 書 脚 時 ０ コ （ も や や Ｆ Ｃ バ ， い
う 淋 ０ 泄 詢 鮮 狐 き 労

τ 計 ３ ０ 狂 詳 鮮 覇 冷 Ｃ バ や か “ 針 ゛ ― 辞 醜 時 中 〕 。 臓 諄 労 淋 勢 涛 蒲 ゛ 罫

卜 ■ か 計 ３ ０ 沐 ヽ プ マ ー ） 嘔 】 Ч へ 。 く ゝ Ч ＞ 税 理 シ ヘ ヽ ア ヽ く ヽ コ （

冷 コ ヨ 課 研 ざ ′ “ ０ ヽ コ サ ゛ 沿 油 詩 再 コ 尋 計 響 ”
沈 ぶ 呼 ０ バ τ か 現 が

ｏ ８ ０ 湿 ０ さ ド 再 薄 ０ 計 く ゝ Ч ＞ や ０ 〈 が い 館 沈 コ 甜 サ 鴫 ψ サ ″ 館 τ ０

計 口 館 沈 ぷ ０ 羅 ０ ョ 冷 撃 酬 館 針 い ｏ （ ０ 繭 サ ″ へ ヽ π ヽ で ヽ ０ ■ 冷 ・ 醸

獣 澪 コ 百 ユ ｃ （ ″ 瀬 回 ヨ 課 百 猥 ⊂ バ Э 郷 醸 甫 脚 。
ゆ 淋 ョ Э へ ヽ ヽ ヽ ― ト

π 。 日 ヽ 計 ヽ プ 時 翠 回 。 満 壁 ゛ ｍ ゛ 刈 滸 研 伴 い 計 Ｏ Ｓ 冊 識 館 課 帥 百 む τ

バ ′ る ｏ Э 翔 計 嗜 が 塑 再 汁 叶 τ 。 ０ 排 や ョ 卦 ⊂ 洋
が 藩 研 鮮 ゴ 〕 Ｄ 淋 館 【

０ 岬 識 が （ 計 が 外 コ ， Ｓ ヽ て ヽ く キ ー 再 ′ コ 旨 ｓ 脚 珊 （ い い ｏ

錯 再 贄 （ ′ 繊 書 ・ 冷 淋 酬 酬 百 ョ ウ 沈 伊 い ｏ ヽ
丸 〕 持 ヾ 添 回 副 齢 ０ 洋 汁

言 野 ゛ ヽ 高 滞 繊 藤 か 鮮 轟 汁 研 碑 が ヽ 辞 再 針 ラ ぴ Э 茂 ゛ ψ ひ ざ 叫 洩 辮 茂 斌

沸 館 Ｃ 計 へ ゝ ― 、 ０ 落 鮮 Ｅ 針 τ 湧 ′ 澤 計 ０ ヽ ヽ ¶ キ ヾ 瀬 国 百 準 Ｃ バ 再 ′

紙 貪 副 爺 鵬 計 も Э Ｐ 澱 帥 湧 ― 満 Э 蹴 襟 百 酪 ⊂ 針 尋 ざ 勇 ” ｓ 酎 τ 離 ＝ 鮮

ド 「 コ ツ 祓 蕩 当 ョ 」 導 ８ 〇 一 ｂ Ｓ コ 〓 ｏ

ヽ こ ヽ ヽ ● い 　 ヽ も い ヽ

観 コ ■ ぶ 芳 町 ｃ ベ ト 澱 蒔 コ ト 鮮 蒲 ｃ ″ 瀬 回 ０ 書 瑞 黎 丼 戯 蘭 し 替 世 斗 が
ヽ

辞 中 に か 館 眸 伊 百 ′ さ Ｏ Ｃ 計 卜 醸 駐 酪 蒔 コ
ト ０ 汁 ０ 再 耐 ヨ ３ 骨 繊 書 い Э

潮 コ ■ 蒲 蘇 斗 が 骨 鈍 ０ 嶺 辞 碑 伊 ｓ 汁 骨 ， サ ′ 館 う ０ 計 Ч Ｉ く Ｆ 圏 ヶ 悦 計

か ｏ 辮 計 ゛ ゛ い ざ ′ ９ ｏ Ｏ ョ
罫 撃 酬 声 書 耐 ■ ０ 野 ｓ 割 ゝ Э ョ Ｈ 鮮 ゴ 〕 鸞

靡 淋 鮮 鶏 涸 嗜 夕 “ 館 【 ´ 彗 、 醐 酬 ３ 針 滸 淋 ０ 凛 潮 鮮 蒲 ∈ ″ 潮
油 鮮 轟 ン 餃

一 蒔 ぶ 汁 ３ ０ ” ， 研 辞 再 確 ， サ ′ 館 ， ０ 汁 “ 針 針 時 ひ 鎌 ド バ ゛ 計 τ ”
い ０

バ ， い 。 ） 卜 ０ ” ０ 百 鉾 Э 鹸 ０ 再 ″
劇 ぶ ３ ０ ８ ａ 斗 ぎ け 留 ３ 」 と い ざ ”

一 脇 ｇ 器 い 罵 『 Ｆ ｇ ３ ” 」 ↓ 百 に ） 嗜 が サ 館 ， ０ 「 １ ４ 針 Э サ ゛ ｃ ざ
母 τ ｏ

一 Ｃ サ ⊂ さ ざ 湧 ′ ＝ 彗 ３ 百 漱 計 蛉 ヽ
、 ¶ 峙 ヾ 瀬 団 Э 薄 喘 鮮 替 世 ｃ （ 研 ゛ 針

０ 滞 勢 滑 ≫ ０ 光 沸 ョ ト 百 浴 時 ０ ０ （ 碑 母 τ サ ′ ” ぷ ト ハ ， い ｏ 日 げ 馬 け

． 呼 洩 か た ゛ ざ い ⊂ ″ 罵 晏 Φ ぎ 日 ” 茂 ０ ハ 藩 沖 ぷ Э 泣 ｏ 贄 碑 ‘
「゙ ） ＝ 瀬 ざ 砒 」

時 再 剪 ０ バ τ 針 づ ｏ 計 茂 Ｃ ′ 冷 芦 粛 Ｘ Ｓ 卜 凄 鮮 捕 ざ ド ハ

「 け ０ ＝ 揃 ざ 砒 」

館 い ０ バ 絆 澤 ｃ べ 枕 ゛ ざ い 鱗 吝 ０ む ヽ Э い ， 中 鉾 τ 悦 ｃ ポ 百 ⊂ べ ” τ 針

゛ い ０ バ ラ 針 τ ｏ

■
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